




























本研究の協力者は 2年生 2クラス計 32名(男子 11名、女子 21名)である。再履修者 2名と
後期から加わつだ留学生 l名はデータの不備から協力者から削除した。英語力に関しては、前






























































れるが、より深く理解するととを目指し、また TOEICテストの speaking/ writingパートも
考慮に入れ、発表語棄として身に着けることを目標としたためである。最終回は総復習として

























表 3. プレゼンテーシヨンの題材として選択された主な TEDtalksの日スト
The hidden power of smiling I Why do we need gender neutral bathrooms? 
The puzzle of motivation I How to spot a liar 
Your elusive creative genius I Ballroom dance that breaks gender roles 
The surprising way groups like ISIS stay in power I How to make stres8 your friend 
Can you really teU if a kid is lying? I 10ways to have a better conversation 
I8 religion good or bad? This is a trick question. I The surprising habits of original thinkers 
How to step up in the face of disaster I Why 30 is not the new 20 





表4.TED Presentationに関する評価項目 (5points each) 
Physical message Eye contact Gestures Posture Facial expression Sub-total score 
Speech message Cooperation Enthu8iasm Intelligibility Content Sub-total Score 
' 
Overall 1) What was the best about the presentation? TOTAL Score 
evaluation 2) What could have been improved in the presentation? Grade* 









チが含まれるパート 4については、誤答者が多い場合には OHCでスクリプ 卜を映し出し、クラ
ス全体で正解とその根拠を確認した。























言語知識 要点を掴む 正解の見つけ方 思考力 TOEICやる気




も「やる気Jを感じている。これは、Dornyei(1997) I が CLの利点として挙げる “higher-order 
thinking: HOT" 分析、評価、総合。criticalthinkingや creativethinkingなどを含む)
「高次思考」に当たると思われる。一方、下位グループは単語や文法などの 「言語知識Jの伸
びをもっとも自覚している。2番目に高い 「要点を掴む」は問題練習の第一歩であり、これら

























&If? <e' ~，c~ 
"，W ぷF ぷ3




























表 5. 指導前の研究協力者の TOEIC平均値 (n=32) 
分類 人数 日スニング平均値 日ーディング平均値 TOTAL平均値 標準備差
上位グループ 19 415. 5 364. 7 780. 3 42.5 
下位グループ 13 345.0 318. 5 663. 5 67.2 





項目 グループ 下げた 計(名)
立った いえない た
上位 1 (57.9見) 6 (31. 6目) 2 (10.5見) O 19 
モチベーションIの高まり
下位 5 (38.5目) 6 (46.2出) 2 (15.4国) O 13 
上位 10 (52.6日) 6 (31. 6国) 3 (15.8目) O 19 
モチベーションの低下
下位 5 (38.5百) 6 (46.2国) 2 (15.4首) O 13 
グループ活動がモチベーシ 上位 10 (52. 6国) 7 (36目9国) 1 (5.3百) 1 (5.3%) 19 
ョンを高めた 下位 6 (46.2百) 5 (38.5国) 2 (15.4同) O 13 
上位 11 (57.9百) 6 (31. 6%) 2 (10.5略) O 19 
グループ活動の有効性
下イ立 9 (69.2明) 2 (15.4首) 2 (15. 4目) O 13 
上位 14 (73.7判) 4 (21. 1出) 1 (5.3覧) O 19 
英語力の伸長


























































































Vygotskyの「発達の最近接領域理論」が述べているとおりである。一方、 Benson(2001， p.13) 
は学習者の自律について、 “autonorny could be developed by a shift in relationships of 




































1. Advantages of CL (Dornyei， 1997， p.482) 
1) prodllcing 1e日rning耳目lns
2) stlldent achicvement 
3) higher-order thinking 
4) positive attitlldes toward learning 
5) increased motivation 
6) better teacher-student and student-stlldent relationships acco田paniedby more developed 
interpersonal skills 




























TED talkにつ • TEDの発表l士、面白いトピックを選んだり、分 -日本語でも問題について考える機会がないから
いてプレゼン かりやすく言い換えたりしようとした 役立つた
テーションに • TED talkではあらゆる分野の議題を英語でデ -プレゼンのしかたや creativethinkingを学ぶ
関するコメン イスカッションできた のに効果的だった
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